
長崎大学新規機能強化支援課題「新規老化研究の拠点形成」セミナー
（第22回 細胞制御セミナー）

参加ご希望の方は、事前に下記にご連絡ください。

長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科
生命薬科学専攻 細胞制御学分野

武田 弘資
TEL: 095-819-2417

E-mail: takeda-k@nagasaki-u.ac.jp

要旨：ミトコンドリア機能の破綻は、エネルギー産生の低下や有害な活性酸素の漏出を招き、
老化や老化関連疾患を誘発することが知られている。私たちはミトコンドリア外膜に局在する
E3ユビキチンリガーゼMITOL（MARCH5）を同定し、MITOLがミトコンドリア動態を調節し
てミトコンドリア機能を正常に維持していることを明らかにしてきた。また、MITOLの生体内
での役割を理解するために各種臓器特異的MITOL欠損マウスを作成し解析を行ったところ、
MITOLが個体老化に密接に関連していることが示された。本セミナーでは、前半にMITOL に
よるミトコンドリア動態の制御機構について概説し、ミトコンドリア動態の破綻と疾患との関
連について考察する。後半ではMITOLによる老化制御機構について概説し、MITOLを標的にし
た新たな抗老化薬の開発について最新の研究成果を紹介する。
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